
神の名 

聖書でイスラエルの神は様々な名前で呼ばれている。神を意味する最も一般的な普通名詞は「エロヒー

ム」である。イスラエルの神を指すときは通常、「神」と単数で訳され、それ以外の民族の神を指す場合

は「神々」と複数形で訳されることが多い。「エロヒーム」はセム系言語で神にあたる「エル」と関係す

る。この「エル」は他の言葉と組み合わされて、❶「エル・エルヨン」（いと高き神）、❷「エル・ロイ」

（わたしを顧みられる神）、❸「エル・シャッダイ」（全能の神）、❹「エル・オーラム」（永遠の神）、❺

「イスラエル」（神と闘う）、❻「エル・エロヘ・イスラエル」（神はイスラエルの神）、❼「エル・ベリト」

（契約の神＝バアル・ベリト〈契約の主〉）、などがある。 

 

神にあたる最も重要な言葉は「ヤーウェ」「ヤハウェ」（YHWH）である。神の名は、モーセに燃える柴のと

ころで啓示されたとされ（出エジプト記 3：1～15）、ヘブライ語では、「Ｙ・Ｈ・Ｗ・Ｈ」にあたる四つ

の子音文字（ユダヤ教聖書、つまり旧約聖書が書かれたヘブライ語には、母音記号はない）で書かれる。

「ヤーウェ」「ヤハウェ」と発音されると考えられているが、正確な発音は分かっていない。ユダヤ人は

その名を神聖なものと考え、大贖罪日のような特別な機会（→大祭司のみが幕屋の至聖所で神の名を称

えることが許されていた）を除いて、その名を口にしなかったからである。この神の名にあたる部分を声

にするときは、「Ｙ・Ｈ・Ｗ・Ｈ」を「アドナイ」（私の主）と呼んだと思われる。 

BC３世紀から２世紀にかけて、旧約聖書がギリシア語に翻訳されたとき、この聖なる名は音訳されなか

った。その代わりに「アドナイ」に代わる「キュリオス（主）」が使われ、日本の聖書でも「主」という

言葉で代用されているが、以上のことから「主」は「ヤーウェ」「ヤハウェ」の直接の翻訳語ではない。 

また、聖書に多く登場する「万軍の主」（サムエル記上 1：3 他、247 聖句に登場する）は名前ではなく、

呼称である。 

 

 

 


